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・「ねぶた絵」 此の度は、塗り絵部門の賞を頂き心より感謝致します。ありがとう

ございました。ふとしたアイディアが浮かび、立体感を出す為の秘策でした。イキイ

キと自身も輝き出した瞬間、ヤッター！！想い出のひとこま。（Ｎ・Ｍ） 

・大賞をとれてうれしかったです。ありがとうございました。（Ｔ・

Ｔ） 

・今年の作品展示会は去年と同様にレベルの高い素晴らしい作品が多かった中で、

最優秀賞と聞いた時は、とてもビックリしましたが皆さんが選んでくれたという

事で嬉しく思いました。ありがとうございました。（Ｙ・Ｋ） 

 10月24日と25日の2日間デイケア作品展示会が行われました。この日

のために日頃からこつこつと集中して作りあげた作品はどれも素晴らしい

出来栄えでした。賞はメンバーの投票で選ばれました。今回はＴシャツデ

ザインコンテストも行われ、かっこいいデザインからおしゃれなデザイン

までアイディア勝負となりました。大賞作品はなんと本当にＴシャツに

≪みんなの感想≫ 

・八戸の有名な神社と言えばまだ完成していない社がある蕪島神社を題材として

選んだ。他にも神社があったけど一番最初に浮かんだ蕪島神社にした。色づかい

 9月30日に青森のマエダアリーナで第3回ソーシャルフットボール東北大会が

開かれ、青森・岩手・宮城からそれぞれのチームが参加しました。結果は3位で

防災訓練の一日 

・このたび、アニマル賞を頂き本当に嬉しく、そしてスタッフの力でここまでこ

れたと思いました。カメは甲羅を縫い合わせるのに苦労しました。首も返し縫い

で苦労させられました。昨年の展示会が参考になりました。（H・I） 

芸術の秋です

・フットサル東北大会に出場させて頂きました。とても未熟な私ですが、皆の

お蔭で1アシスト＆1ゴールを決め、女性部門でＭＶＰを頂く事ができました。

歳を考えると大変ですが、体を動かす事は好きな上にこのような賞を頂きあり

がとうございました。（Ｅ・Ｍ） 
・監督不在という事で代行しながらプレーしました。

結果は3位でしたが来年に繋がる内容だと思いました。



　
　
　

　

　
　

　

　

                                               「送り火」身 
 

 十和田市出身の高橋弘希氏が「送り火」で本年度の芥川賞に輝きました。 

三浦哲郎氏以来県内では2人目の快挙(受賞)です。 父の転勤で東京から平川市

の中学校へ転校してきた歩という少年、クラスメイトのグループに入り、そこでは不穏な

ゲームが行われていた。  ある種のゲームや暴力的な場面は考えよせるところもありま

す。ですが選考委員の中には「サーっと読んだけど何回も読みたくなる」など好評です。 

 三浦哲郎氏は「鮎の様な美しい文を書きたい」と語っている。  送り火も鮎です。                                       

（Ｙ・T） 

 デイケア新聞169号をお読みいただきありがとうございます。 

日毎に寒さが増し、秋から冬へと季節の移り変わりを感じる今日この頃です。 

芸術の秋、スポーツの秋ということで、デイケアでも様々な行事がありまし

た。 

展示会の作品はどれも力作ぞろいでした。フットサル東北大会は3位入賞と

健闘しました。 

 次回はクリスマスなど年末行事の記事を掲載したいと思います。今後もす

ずらん新聞を宜しくお願い致します。 
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防災訓練の一日 
10月20日防災訓練が行われました。実際に消防署の方が来て、避難訓練と煙の中を

非難する体験、消火器の使い方のレクチャーがありました。日頃から防災を意識して

過ごすことが大切です。 

 大きな折鶴を作りました。材

料は1度使った折り紙を使い、

5～6名で作りました。256枚を

糊で1枚1枚貼り合わせていき、

折鶴を折りました。最初は大

変でしたが、出来上がっていく

うちにこんなに大きかったの

かと思いました。(Ｋ・Ｗ) 

10月6日に東公民館でバザーがありました。デイケアブースではメンバーお手製のぬい

ぐるみや洋服、小物等を販売しました。沢山売れたかな？ 

                                                 風              鈴木京 
 

             私は風になって愛する君たちを包む  

             もし風が木枯らしだったら 

             冷たい心に灯りをともし ゆるやかな風になる  

             おだやかな風がいつまでも吹くように   


